
＜小学部＞ 中学部作業学習体験について   

 １２月１２日（月）に小学部6年生が中学部の３つの作業班（エコ班・手工芸班・陶芸班）に分かれて、作業体験をしてきました。初め

ての学習、中学部の雰囲気に緊張する様子も見られましたが、中学部の先生の話に耳を傾け、各作業班の体験を行うことができ

ました。また、先輩たちが作業する様子を見て、緊張感をもち、各作業に取り組むことができました。中学部の作業班では「あいさ

つ」「返事」「報告」が大切だということを教えていただきました。中学部へ向けての意識向上につながるよい機会となりました。 

  

＜エコ班＞                  ＜手工芸班＞                 ＜陶芸班＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学部＞  第２回作業実習について 

中学部では、年２回、校内での作業実習を実施しています。作業学習のめあてに「働くことに必要な

態度・知識・技能を育てる」「働くことの達成感を得て、就労に対する意識を高める」があります。２回目

の実習事前学習では、進路指導部長から「なぜ仕事をするのか」「なぜ作業実習をするのか」につい

て話をしていただきました。生徒たちは真剣に話を聞き、仕事をする意味や作業実習を行う意味を理

解し、実習に向けての心構えをもつことができました。９日間の実習では、「働く力」を身に付けるため

に一人一人が目標をもって取り組み、働くことへの達成感を感じるよい機会になりました。 

また、実習中には花育事業として、那須南農業協同組合の阿久津さんに来校していただき、ビオラのポットへの定植について

御指導いただきました。なかなか体験できない内容に、生徒たちは意欲的に取り組んでいました。 

 

         
 

＜高等部＞  第２回職場見学について 

１２月７日に高等部１年生が、今年度２回目となる職場見学に行ってきました。今回は各クラスが分かれて、４つの事業所を見学

してきました。１組は「光洋産業株式会社」、２組は「あすなろ」、３組は「みつわ工房」、４組は「ワンステップ那須烏山」に行きました。

それぞれの事業所の仕事内容などの説明を聞き、実際仕事をしている様子を見学できたことで、「仕事をする」ということについて

深く考えるきっかけになったと思います。２回の職場見学を実施したことで、生徒たちが将来の自分の未来像を少しでも明確に描

くことにつながればと期待しています。  ＜２組＞ 

＜１組＞                                  ＜３組＞               ＜４組＞ 
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